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研究成果の概要（和文）：本研究では、母語の音素マップが第二言語音（L2）の知覚にどのように影響するの
か、また、L2習得により新たな音素がマップに追加されることで、知覚マップの再構築が起こり、母語も含めた
音声知覚スペースや発話の音響的特徴に影響が出るのかどうかを調査した。本研究では知覚・生成両方の調査を
おこなった。中国語母語話者と日本語母語話者を対象とした知覚実験では、母語の音素マップがL2知覚混同に影
響することが示された。また、L2を学ぶことで母語を含めた音素マップの再構築が行われていることが示唆され
た。また、発話では母語音と類似するL2音の音響的特徴を分析した結果、習得段階により音響的特徴に変化が見
られた。

研究成果の概要（英文）：This study investigated how a learner’s native language phoneme inventory 
affects the perception and production of second language speech sounds. We sought to determine 
whether the addition of novel phonemes through L2 acquisition causes a restructuring of the 
perceptual map, thereby altering the perceptual space and the mapping of acoustic features to 
segmental categories, including native language phonemes. Perceptual experiments with L1 Chinese- 
and L1 Japanese-speakers showed that native language inventories dictate L2 perceptual confusion and
 further suggested that learning an L2 leads to restructuring of the perceptual map. In addition, 
spectrographic analysis of acoustic features in the production of L2 sounds that are similar to L1 
segments showed that the precise acoustic features change depending on a learner’s stage of 
acquisition.

研究分野： 第二言語習得および外国語教育

キーワード： 外国語教育　音韻論　音声習得
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研究成果の学術的意義や社会的意義
L2音声習得による母語の音韻文法への影響は主に母音発話、およびVOT発話の音響分析による研究が行われてき
た。代表者らの一連の研究は、摩擦音を対象とした研究であり、知覚・生成の両面からL２音が母語の音声マッ
プに追加される過程でどのような変化が起こるのかを明らかにする試みであった。結果は知覚マップの再構成が
起こることを示唆するものであり、第二言語を学ぶ過程でおこる変化を明らかにする手がかりとなろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
第二言語（L2）習得において、母語（L1）の干渉が起こることは知られており、この L1 の

干渉は特に音声習得の分野で顕著である。L1 音韻文法が知覚においても生成においても L2
音韻習得に影響することは広く知られている(Best, 1995; Flege, 1995, 1997 他)。 

L1 の L2 習得への影響は広く研究されているが、L2 を習得することが学習者の L1 に影響

を与えるのかどうか、また、どのように影響するのかについても研究が広まりつつある

(Cook, 2003)。 
 
２．研究の目的 
これまでの音韻習得研究により、L1 に無い音素であっても、音素により難易度の差はある

ものの、大人にとっても新たな音素カテゴリーの習得は可能であるということが示されてい

る（Logan, et al 1991 他）。本研究では、英語を L2 として学ぶ日本語母語話者を対象とし、

学習レベルが進むに連れて、L2 である英語の摩擦音の知覚・生成が変化するのか、また、

習得レベルによって L1 である日本語の音響スペースに影響があるのかを明らかにすること

を目的とした。 
 

３．研究の方法 

【知覚実験】 

本研究では、英語を L2 として学ぶ日本語母語話者を対象とした研究を行った。川﨑・田

中・竹内・マシューズ（2019）では、学習が進むと学習者の音声知覚スペースが変化するの

かどうかを調査するため、異なる習得レベルの日本人英語学習者を対象に、知覚混同実験を

行った。川﨑ら（2019）では、日本語母語話者を英語圏での留学経験の無い学習者（SA
群）、1 ヶ月以上の英語圏への留学経験のある学習者（NoSA 群）の 2 つの群に分け、その

知覚混同結果を比較した。実験は、英語の摩擦音を含む無意味語に異なるレベルのノイズ処

理を行い、音声刺激として呈示し、どの音が聞こえたかを選択式で回答させる形式のもので

あった。参加者らが呈示された語の摩擦音をどの音だと知覚し、混同したか、その混同傾向

を比較し、L2 である英語の学習レベルが上がるにつれ、L2 音の音素知覚マップがどのよう

に変化するのかを分析した。 
【発話実験】 

 また、Matthews, Kawasaki, Tanaka & Takeuchi (2021)、および Matthews, Kawasaki & Tanaka 
(2021) では留学経験のある SA 群と留学経験の無い NoSA 群を対象に発話実験を行った。発

話実験では、参加者の英語発話と日本語発話、そして英語母語話者の英語発話の比較を行っ

た。英語と日本語の摩擦音では、“sand” [sænd]「酸」[saɴ] のように、歯茎摩擦音が存在す

る。しかし、 “shine”、「社員」のような後部歯茎音では、英語では [ʃ]、日本語では [ɕ]と、

その調音位置がわずかに異なる。さらに、日本語では前舌狭母音の [i] の前で /s/ が 硬蓋化

し、[ɕ]となって表出する音韻ルールがある。この影響により、日本語母語話者には [si] と、

日本語の/si/ の表出形である [ɕi]と非常に類似している [ʃi] との弁別が知覚・生成ともに困難

であることが知られている。異なるレベルの日本人学習者の英語発話を英語母語話者のもの

と比較し、日本語では対立的でない歯茎音と後部歯茎音がどのように実現されているのかを

CoG を計測することにより音響的に分析した。そして、さらに日本語には無い英語の /ʃ/ が
新たに加わることで、母語の日本語音である [ɕ] と [s] の音響的特徴に影響が見られるのかを

分析した。 
 
４．研究成果 
川﨑ら（2019) での摩擦音の知覚混同実験では、[i] が後続する環境においては SA 経験者と

非 SA 経験者の音声知覚マップには違いが見られた。図１、および図２はそれぞれ、NoSA
群、SA 群における、[i] が後続する場合の知覚混同結果を MDS 法により知覚マップとして

表したものである。英語のインプット量が異なり、学習レベルが異なると考えられる NoSA
群と SA 群とでは、知覚混同傾向が異なり、知覚マップにも違いが見られる。NoSA 群では

母語の日本語では [i] の前で混同される傾向にあり、知覚マップで近くに位置している s [s]



 

 

と sh [ʃ] が、SA 群においては離れており、区別されていることを表している。また、2 群の

知覚マップを比較すると、L2 音と類似音の s と  ʃ の間の距離のみではなく、母語にも存在す

る s、t の位置も再調整されていることが分かる。この結果は L2 習得により、音声知覚マッ

プの再構成が行われることを示唆するものである。 
 

 
図 1.  [i] が後続する場合の無声摩擦音の知覚            図 2.  [i] が後続する場合の無声摩擦音の知覚 

マップ：NoSA 群（川﨑ら (2019) の図 5）               マップ：SA 群（川﨑ら (2019) の図 6） 
 

 
また、Matthews et al (2021) による発話実験では、 NoSA 群では s と ʃ の CoG にかなりの

重なりが見られた。しかし、SA 群の発話では狭母音の前であっても s と ʃ の間に CoG によ

る明確な区別が見られた。さらに、広母音の前では NoSA 群は s と ʃ の CoG の差を大きく

し、明確に区別するが、SA 群では英語の NS 群と類似した範囲にとどめ縮小していること

が分かった（図 3）。 
 一連の研究では、知覚においても生成においても、L2 音が習得されることで、知覚マッ

プ、および調音スペースの調整が行われることが示唆された。 
 

 

 
 

図３. 英語母語話者・SA 群・NoSA 群による日英摩擦音の 
CoG：広母音（Matthews et al, 2021 より） 
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